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東京湾口・外房沖のアカザエピ(Metanephrops japoniCllS)調査

平本紀久雄・庄司泰雅

はじめに

千葉県南部の深海域における漁場開発調査としては.

さきに1968~1970年にイバラガニモドキ Lithodes aeq.lli-

Spl1UlSを対象とした試験操業を筆者の一人.平本らが

実施したことがある 110 本調査は1977年10月 ~1981年3

月の聞の秋・冬季に，主として浦賀水道千葉県側の海深

200~350mの海域で，アカザエピMelan叩hrops japoni 

CllSの採捕を目的としたエピかご試験を行い.かごの

性能およびアカザエピの生物学的特徴について若干の

知見を得たので，報告する。

本文に入るに先立ち，アカザエピ属の種の査定につ

いてご教授頂いた九州大学名誉教授の三宅貞袴博士，

欧州産アカザエピ(ノルウェー・ロブスター)の生態

に関する文献閲覧の便宣を与えられた東京大学海洋研

究所の太田秀博士，ならびに未発表のアカザエピ漁獲

量資料を提供された神奈川県水産試験場の三谷勇主任

研究員に対し深謝する。

また，本調査に協力された当場海洋資源研究室‘漁

場開発研究室および当場調査船ふさみ丸乗組員の各位

に厚くお礼申上げる。

本州太平洋側のアカザヱビ漁業の概要

関東近海でアカザエピカ守魚獲対象となったのは近年

のことであり，本格的には1977~1978年以降に神奈川 図 1 エピかごと漁具敷設の模式図(神奈川水試 1980)

県で操業したのが最初であろう日 。在かでも，横須賀

市長井港所属船の 4~7 隻は，図 1 に示すエピかごを

用いて年間11~30 トンを水揚している(表 1 )。

また.駿河湾では1973年以降，アカザヱピはボタン

エピとj昆獲されていたが.ほIf5か年で終漁となって

いる 4io

本県では1978年頃から，外房の内浦湾で、冬・春季に

ヒラメ刺網(通称，七百網)に混獲されたアカザエピ

が，小湊，天棒両i巷に少量ず、つ水揚されている(表2，

3 )。
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F:浮標発泡スチロール製
G:チェーン 30kg 
H 浮子綱 ダイナロープ 14私 4∞m
I 幹縄ザイナロープ 14'%.1000-1300m 
..J:枝縄ずイナロープ 8-10'%. 3m 
K:エビかご 13車100-130かご

表1 神奈川県長井港における
アカザヱピ水揚量

年(昭和) I 水揚量(トン)

1978(53) 

1979(54) 

1980 (55) 

1981 (56) 

21.3 

30.5 

11目2

14.6 
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表2 小湊i巷におけるアカザエピ水揚量

年(昭和) 水揚日数 水揚量約) 水揚尾数

1978 (53) 8 13.8 92 

1979 (54) 47 100.4 669 

1980(55) 64 128.7 858 

1981 (56) 76 153.2 1021 

1982(57) 58 58. 5 390 

J口L 計 253 454.6 3030 

平 均 51 90，9 606 

表3 天津i巷におけるアカザエピ水揚量

年(6百和) 水揚日数 水揚量約) 単 価

1979 (54) ワ 30.6 ワ

1980(55) 14 32，8 2.079 

1981 (56) 17 44.6 2，128 

1982(57) 8 4.5 1.221 

メ口》、 言十 39 112目5

平 均 13 28.1 

ごのほか.本州太平洋側では土佐湾や渥美外海で底

曳網によってアカザエピが漁獲されている。

材料と方法

図2わよび表4に示した 8種類の型のエピかごを10

m 間隔に交互に延偽状に60~120f団連結して用いた。簡

は冷凍マイワシを容量約0.5Cのポリエチレン製の餌絡

に詰めてかごの中に吊した。操業は原則として昼間に

投箆l，一昼夜放置したのち.揚簸するようにした。

調査海域は図 3 に示す東京湾口および外房i中の180~

l尾平均単個 水場金額円 水揚のあった月

343 31.590 4~5 月

338 225.853 1~4 月

399 342.404 1~5 月

446 455.820 1~6 月. 12月

467 182.155 1~4 月

1，237守822

247.564 

水揚金額何) 水揚のあった月

? 

68.199 1月. 3~4 月

94.885 3~4 月

5.496 2~4 月

168.580 

56，193 

350m 深で。 1979年10月 ~1981年 3 月の問に延21図(か

ご数にして延1，741個)の試験操業を実施した(表 5)。

採捕した生物は.すべて種類別に船上で計数した。

主対象生物であるアカザエピは採捕した全!国体につい

て体長・体重を計iNql ，また.性別・外子の有無の観

察を行った。さらに 1同!こ20尾について生嫡腺重量・

外子卯数などの計測・計数を行った。

また， 1980年2月25日に採捕した抱卵中の雌のアカ

ザエピ2尾を飼育した。

図2 試験操業に用いたエピかご 6種類
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表4 試験操業に用いたエピかご(6種類) (単位 cm)

かごの種類 A B C D E F 

ふと上日上口 下段横口(21悶)下段横口(3 1困)上段横口(2個)上段横口(2個)
まんピゅう型 まんピゅう型 円錐台形 円錐台形 円錐台形 円錐台形

底辺の直径 75 115 

上辺の直後

高 さ 35 30 

入口の直径 15 20 

図3 深海エピかご試験操業位置
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結果と考察

1 . j果捕生物の種類と採捕尾数

本調査で採捕された生物の種類は.表 6-1，6-2 

に示すとおりである。数量的に多く採捕された生物は，

魚類のエゾイソアイナメ(1かごあたり平均2.5尾上甲

殻類のアカザエピ (0.6尾上オオグソクムシ (0.6尾)， 

軟体類のエゾパイ科 (0.4尾)などである。このうち.

食用資源として有望視される種類は，アカザエピ・エ

ゾイソアイナメ・エゾパイ科のヒメエゾボラモドキ・

スルガパイなどが挙げられる。なお，表7には採捕さ

れた貝類の一覧表を掲げた。

主要生物の 1かごあたり採捕尾数を年度別に比較す

ると守アカザエピは1979-1980年漁期には0.82尾であっ

たが，1980-1981年漁期には0.32尾に減少している。エ

ゾイソアイナメは両年とも2.46尾でまったく変化せずー

アナゴやエゾパイ類ではアカザエピと同様に1979-1980

年漁期よりも1980-1981年漁期に減少している(図 4)。

東京湾口のアカザエビの 1かごあたり採捕尾数は，

大西ら，.が伊豆半島東岸の200~450m深の海域で行っ

た結果(1 かご平均1.06尾)よりも少なく，先~Ya程

度である。
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表5 深海エピかご試験の実施年月日・操業位置・使用漁具数

年 月 操 業 t主 震
f史 用 i魚 具 数

No 日
合計A B C D E F 

1 1979年10月 2~3 日 保田 j中 300~260m 。。20 20 19 。 59 

2 10月 3~4 日 イシ 210~220m 1 。19 19 20 。 59 

3 10月 4~5 日 館山 j中 270~200m 1 。19 18 21 。 59 

4 10月 31 日 ~11月 1 日 名》 300~350m 21 。18 20 20 。 79 

5 11月 1~2 日 " 330m 20 。18 20 21 。 79 

6 11月 2~7 日 。 18 。17 17 20 。 72 

7 12月 5~6 日 保田 j中 200~250m 18 。19 19 19 。 75 

8 12月 6~7 日 館山 j中 220m 19 。19 19 18 。 75 

9 12月 7~8 日 。 250m 19 。19 19 18 。 75 

10 1980年 2 月 21~22日 " 250m 18 。19 18 18 。 73 

11 2 月 22~23 日 今 210~240m 18 。19 17 17 。 71 

12 2 月 23~25 日 。 180~220m 17 0 19 18 18 0 72 ーー・....................・・ー......................................ーーー............・・・・.....・・・・.........・......・ーー・ .‘・・・・・・・..・・・..・・・・・・・・ 4・・ー・・・ ・目島田島4・...ー・・ 6・“目島田島・・ 6・・..“ー・..・ 4・..‘目島田島田島・ 6・““目島田島・・...島田島田島田島..““ー‘・・
1 10月 1~2 日 和田?中 250~255m 

2 10月 2~6 日 千倉 i中 300m

3 11月 17~18 日 館山 i中 250~300m

4 11月 18~19 日 今 220~318m 

5 11 月 19~20 日 保田 j中 215~320m

6 11月 20~21 日 明鐙岬j中 220~280m 

7 1981年3月9~10日 館山沖 205m 

8 3 月1O~12日 イシ 225~253m 

9 3 月 12~13 日 自月鐙岬j中 260~264m 

2.エビかごの種類別の性能比較

1979 -1980年漁期には表4に示すI司一容積のA'B・

C・D'Eの4種類のかごによるアカザヱピの入箆尾数の

比較を行ったが可分散分析の結果，かごの種類による

有意差はみられなかった。しかし .1980-1981年漁期に

ほぼ同一容積のA・B・C・D.Eの5種類のかごの性能比

較を行ったところ，かごの穏類によって明らかに有意

差がみられた(表8)。このごとは，神奈川県の漁船の

操業経過からもーアカザエピの捕獲には.1.黄口のかご

(C・D. E)よりも上口のかご (A'B)の方が適して

いるものと判断されている。なかでも，現在神奈川県

の漁船が使用しているものに近いBかご(図 1)がも

っとも優れているようである。

3.アカザ工ビの生物学的知見

種類と分布我国に生息するアカザエビ属 (Mela

nephrops)は.アカザエピ J.¥fetallephrops j叩 onICllS

(TAPP.-CAN.).サガミアカ吠工ピ1¥1.sagamiensis(P.ARISI) 

およびミナミアカザエビM目thomsollI(BATE)の3極が

知られているが，このうち本州太平洋側に分布するの

16 30 18 19 19 。102 

13 21 14 17 19 。 84 

10 23 15 16 28 22 114 

10 21 15 16 29 20 111 

7 23 15 13 30 20 108 

8 22 16 14 31 20 111 

7 22 16 14 30 。 89 

6 23 14 13 30 。 86 

6 23 15 14 29 。 87 

はアカザエピとサガミアカザエピの 2種であるか。

房総irjl・相模湾で漁獲対象となっている種類はアカ

ザエピで.この種は太平洋側の銚子i中から日向灘の200

~400mì栗の海域に!よく分布 L. かご漁業や底曳網で漁

j聾されているふれ。

一方，サガミアカザエピは東京湾仁1"や相模湾"にも

分布しているが，前種よりも南方種で，土佐湾や九州

沿岸域では前積よりも多く庁1現している。

体長と成長 1979-1980年漁期の5か月間に東京湾口

で採捕されたアカザエピの体長は雌雄ともほぼ 6.5~

21.0cmの聞で. 15~19cmのものがもっとも多く現われ

ている。また.雌雄による分布の偏りはほとんどない

(図 5-1 )01980-1981年漁期に東京湾口および外房j中

で採捕されたアカザエピの体長はほぼ8.0~20.0cmの範

囲で. 14~18cmのものが主体である。また守雌雄によ

る分布の偏りはほとんどない(図 5-2)。アカザエピの

体長は1979-1980年漁期よりも1980-1981年漁期にやや

小型化している。

アカザエピの体長組成の分布には雌雄差がないとみ
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表6-1 '1*捕生物一覧表

No 1 2 3 4 5 6 7 

調査年月日
1979年 101J31日~
10月2-3日 10月3-4日 101l4-5日 11月1日 11月1-2日 11月2-7日 12月5-6日

{果悶沖 保 mi中 館山 j中 館 山 沖 館山沖 館山沖 {呆田 i中
i魚 I骨 名 ーー...................・・・・・・ーー・・・・・........-・・・ 4・・・・・・・.....・・・・ -・ー・・・・ 4・4・ー・・・.... ・・・・.-・・..・ 4・・・・・・・・・・・・4・・・ -ー........・・・・・・ーー........................ー

2伺 -3∞m 210-2却m Z∞-270m 300-35Om 32O-330m 2∞-2印m

エピかこ使用数 59 59 58 79 80 72 75 

種体類別採集個数 計 当lかりご 言f
Iかご

計 1当かりご 計
lかご

計 1当かりご 言十 1当かりご 計 I当かりご
当り 当り

アカザエピ 9 0.2 117 2.0 15 0.3 87 1.1 34 0.4 46 0.6 89 1.2 

その地のエピ類 2 0+ 5 。l 4 0.1 1 。+ 5 0.1 

カ 類 30 0.5 11 0.1 7 0.1 3 0.4 

ヤドカリ類 5 0.1 1 。+

オオコシォリエピ 1 。十

イガグリガニ

オオグソクムシ 51 0.9 243 4.1 22 0.4 28 0.4 95 1.2 151 2.1 254 3.4 

ユメカサゴ 22 0.4 10 0.2 25 0.4 28 0.4 17 0.2 13 0.2 8 0.1 

エゾイソアイナメ 281 4.8 125 2.1 187 3.2 242 3.1 227 2.9 196 2.7 142 1.9 

アナゴ類 3 0.1 16 0.3 14 0.2 6 0.1 4 0.1 1 。+

メクラウナギ頬 14 0.2 22 0.4 2 。十

サ メ 類 I 。十 1 。+ 5 0.1 3 。十

その他の魚類 2 。十

エゾパイ頬 73 1.2 7 0.1 l 。+ 20 0.3 260 3.6 

その他の員類 1 0+ 1 。+ 10 0.2 32 0.4 32 0.4 45 0.6 

タ ゴ 議 13 0.2 2 。+ l 0+ 1 。+ 1 。+

ヒトデ類 3 0.1 2 。+ 5 0.1 1 。+ 17 0.2 

No 8 9 10 11 12 

調査年月日 12月6-7日 12月7-8日 12館月。2年1-22日 2月22-23日 2 !l23-25日

館 山 j中 館山 j中 館山争l' 館山j111 館山 jll' 使用かご
i町 .t!き 名 ーーーーー・・..骨骨骨........ー ーー..........・........‘・ 4・6・‘・・・‘...‘・・・・・‘・ 6・-・ー‘・ 6・・・・・ー，‘・・・ーー...........‘・。......‘・・・・

数合 計220m 250m 250m 21O-240m 180-2加m

エピかご使用数 75 75 73 72 72 849 

種体頭別採集回主主 計
lかご

計 I当かりご 計 I当かりご 計
lかこ 言十 当lかりご 合計

1かご
当り 当り 当り

アカザエピ 22 0.3 72 1.0 94 1.3 57 0.8 51 0.7 693 0.82 

その他のエピ頴 38 0.5 31 0.4 47 0.6 53 0.7 3 。十 189 0.22 

カ 領 8 0.1 7 0.1 19 0.3 17 0.2 6 0.1 108 0.13 

ヤドカリ頭 32 0.4 15 0.2 3 。十 3 。+ 8 0.1 67 。日B

オオコシオリエピ 1 。十 l 。十 l 。+ 4 1 0十

イガグリガニ 1 。ι 110十

オオグソクムシ 38 0.5 47 0.6 42 0.6 28 0.4 28 0.4 1，027 1.21 

ユメカサゴ 15 0.2 22 0.3 13 0.2 21 0.3 u 0.2 205 0.24 

エゾイソアイナメ 114 1.5 131 1.8 151 2.1 167 2.3 128 1.8 2，091 2.46 

アナゴ額 10 0.1 6 0.1 16 0.2 7 0.1 15 0.2 98 0.12 

メクラウナギ頬 1 。十 39 0.05 

サ メ 類 2 。+ 12 0.01 

その他の魚類 210+ 

エゾパイ額 20 0.3 18 0.2 21 0.3 3 。+ 38 0.5 461 0.54 

その他の貝類 37 0.5 20 0.3 4 0.1 22 0.3 87 1.2 291 0.34 

タ コ 織 1 。+ 3 。+ 1 。+ 23 0.03 

ヒトデ穏 2 。+ 30 0.04 
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表6-2 採捕生物一覧表

IIJ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

調査年月日 11醐0丹年1-2日 10月2-6日 11月11-18日 11月18-19日 11月19-却日 11月2(ト21日
1田I年9 
3月 -10日 3月10-12日 3月12-13日

和田沖 千倉沖 館 I[Ji中 館山沖 保 田 沖 明鐘押i中 館山沖 館山沖 明鐘岬沖 使用かご
漁場 名 ..........町"，................・"...........-・・・・・・・.................................咽'...・・・..・・...・・・・・・・・ 4・ー...・・..........ー・・.. ‘・...・・・・・・・・・・・・..... ......・...・・..・・・・...・ー・....................

数合計250-255m I 3凹m 250-3田n 220-318， 215-32仇n220-280m 205m 225-253m 2曲 -264m

エピかご{主用控 102 血 114 111 1時 111 89 86 81 892 

書類別採集盟 計 l当かりご 計 1かご 計 1かご 計 1かご 計 1当かりご 計 1かご 計 1かご 計 1かご 計 lかご 計
1かご

当 1) 当り 当り 当り 当り 当り 当り 当り

アカザエピ 5 0+ 18 0.2 28 0.2 26 0.2 11 0.1 18 0.2 63 0.7 制 0.1 48 0.6 281 0.32 

その他のエピ類 1 。十 1 0+ 1 0+ 10 0.1 1 0十 14 0.02 

タカアシガrニ 1 0+ 1 0+ 

カ 類 2 0+ 3 0+ 11 0.1 12 0.1 6 0.1 49 0.6 5 0.1 1 0ι 89 0.10 

ヤドカリ類 3 0+ 10 0.1 2 0+ 2 0+ 11 0.02 

オオコシオリエピ 4 0+ 4 。+
イガクリガニ 1 0+ 1 0+ z 。+
オオグソクムシ 31 0.4 22 0.2 18 0.2 18 0.2 89 0.20 

ツポダイ 4 0+ 4 。+
メ " ル 4 0+ 4 。+
ユメカサゴ 4 0+ 36 0.3 13 0.1 14 0.1 1 0+ 4 0+ 13 0.2 18 0.2 103 0.12 

ヱゾイソアイナメ 4 0+ 103 1.2 382 3.4 278 2.5 329 3.0 315 2.8 195 2.2 293 3.4 298 3.4 2.197 2.46 

アナゴ頬 5 0+ 5 0+ 1 0+ 23 0.3 6 0.1 2 0+ 42 0.05 

メクラウナギ誼 l 0+ 20 0.2 1 。+ 22 0.02 

サ メ 類 4 0+ 19 0.2 1 0+ 24 0.03 

その他の魚類 1 。十 。+
エゾパイ顕 48 0.6 34 0.3 23 0.2 29 0.3 18 0.2 13 0.1 113 1.3 38 0.4 316 0.35 

その他の貝類 3 0+ 8 0.1 1 0→ 12 0.01 

タ コ 頬 。+ 3 0+ 3 0+ 6 0.1 13 0.01 

ヒト デ 頬 2 0→ 8 0.1 10 0.01 

一一一一

表7 深海エピかごで採捕された貝類

7 ジツガイ科 ア ヤ ボ フ Fusilriloll oregollellsis (REDFIELD) 

H宣
オキニシ科 ゴナ Jレトボラ Bu{ollariel/αrallel/oides (REEVE) 

エゾパイ科 リシケナサパイ Hindsia magnificαlischkei MAKIYAMA 

" スルガパイ Buccillum leucosloma (LISCHKE)滋

足
" ヒメ工、ハFラモドキ NeptuJlcαkuroshio OYAMA議

イトマキボラ科 コ T i/ニシ Fusillus perplexus millor (LISCHKE) 

鱗 ヒタチオピガイ手十 ホンヒタチオピ Fulgoraria prevostiαnα(CROSSE) 

ブデカ 、イ科 イ グチガイ Turricula kaderleyi (LISCHKE) 

斧足 オオシラスナガイ科 オオシラスナガイ Limopsis lajimae SOWERBY 

網 ツノガイ科 ヒラツノガイ Delllilium (Fissidelllalium)hullger{ordi PILSBRY et SHARP 

※食用資源として有望視される種

をして， 1979-1980年漁期の雌雄を含めた(4<長組成の分

布(図 6)から.脱皮ごとの令期をHARDINGの方法で解

析すると、 (t+1 )期の体長と t邦jの体長の関に次式が

成り立つ。

この式から，各令期の平均体長が;J(められる。すなわ

ち， t期で'92.03mm，(t十 1)期で120.92mm，(t十 2)期

で145.5白肌 (t十 3)期で166.07mm.(t十 4)期で186.48

聞となり，最大体長は218mmと推定される(表 9)。

1 1+， ~40.281ート0.8731 ，

ただし， 1，: t期の体長 (mm)

lt+t・(t十 1)期の体長 (mm)。

また‘後述するように，生物学的最小形は11-12cm

と考えられるので，成体になって最低3回の脱皮を行

うものと推定される。



1979 -1980 1980 

アカザエピ

ヱゾイソアイナメ

アナゴ類

工ゾバイ類

1 0 1 

1かごあたり採捕尾数

2 2 

図4 主要生物の単位努力量あたり採捕尾数

表8 エピかごの種類別・操業別のアカザエピ
捕獲数(a)とその分散分析(b)

a) 

a~5種類， n=9回(100かごあたり)

A B C D E 

。13 。 5 。
31 24 14 6 32 

30 52 25 25 14 

40 71 7 6 10 

14 26 7 8 7 

。45 31 14 3 

57 145 50 79 27 

133 113 50 38 60 

33 130 27 14 34 

2:X 338 619 211 195 187 1，550 

X 38 69 23 22 21 34，6 

b) 

変動因 自由度 平方和 分 散 分散比

群 内 40 42，585 1，064.6 

群 間 4 14，930 3，732.5 3.506※ 

全 体 44 57，515 1，307.2 

来5%危険率で有意
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1979 -1980年漁期に東京湾口で採捕された
アカザエピの体長組成と令期の推定
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1979 -1980年漁期に東京湾口で採捕されたアカザエピの体長と体重との関係
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東京湾口産アカザエピの外子の発生過程の
季節変化， 1979 -1980年

口:無抱卵期

園:新卵(青色卵)期

岡:ゾエア卵期

18cmで、1.284¥国.20cmで1、590¥悶となる。ごの結果は相模

湾産のアカザヱピ，.と比較して，小型個体ではほぼI司

じであるが.大型個体ではやや少ない。

飼育結果 1980年2月25日から[司if.5月10日までの

75日間，外子を抱卵中の雌ヱピ2尾(1'10.1:体長20.8

cm・体重150目 5g可1'10.2:体長21.7cm'体重180.4g)を

上面に覆いを掛けた容量3001入り水槽に 3穴のコンク

リート・プロック1f田を隔に置き，ろJ&J海水を循環さ

体長と体重の関係は次式で表わされるように雌雄に

よる差はほとんどない(図 7)。

雌 w~ 0.02762 U'''''' 
推:¥v ~ 0.02383 U"H;; 

ただし.w:体重(目上L:体長 (cm)。

生物学的最小形 全漁期間に雌:210尾，雄:77尾の

卯巣卵の成害対士態を目視で観察した。外子をもたない

体長10.9~1l .lcmの雌は卵巣卵がライト・ブルーーあ

るいはライト・グリーンに着色され‘体長12.0~12.1

cmの雌では外子をもつようになるのを確認した。また、

雄で、l土体長約14cmから皐丸や輪精管の存在がはっきり

確認できた。したがって‘体長12cmの (t十 1)期以上

のものを成体として扱うことにした。

産卵期と産卵数雌成体エピの外子の発生段階字組成

の季節変化からみて(図 8)ー無抱卵個体が大半を占め

る1O~1l月を放卵期と推定した。

雌エピの抱卵数と体長との関係は正比例L.次式で

表わされる。

E~151. 11I-1 ， 436.36 (，'~0.78) 

ただし.E:抱卵数， L:体長 (cm)。

体長別の平均抱卵数は， 12cmで384f固.15cmで835¥困，

Jan 
1980 

Oec Nov oct 
1979 

図8

本平本・佐藤(1970)のイバラガニモドキの外子の発生段階区分にしたがって，無抱卵期・新卵期(未発H艮卵期)

.ゾエア卵期に区別した。



せ.エアレーションを行いながら飼育した。飼育中の

水滋は12.6~19.4.C の範囲で.餌料は 1 日 1~2尾の

カタクチイワシやマイワシを与えた。

No.1のアカザエピは15臼問でへい死したが， No.2の

エピは水温が19"Cを上まわりへい死するまでの75日間

飼育した。

飼育中のアカザエピは，水温15t以下のときに摂餌

や行動は活発でーつねにアンテナを動かしながら蔭の

部分(とくにプロックの穴の中)に潜んでいることが

多い。しかし.水温15.C以上に在ると摂餌や行動が鈍

くなり.ときおり歩脚でllNをこするなど異常な動作を

示した。そして，水温が18~19"Cに在った時点でへい

死した。

論議

本調査による東京湾口のアカザエピ採捕尾数(1か

ごあたり尾数)は.伊豆半島東岸のそれよりも少ないか。

そこで，隣接海域の漁獲量の年変動から，これらの海

域におけるアカザエピの資源量水準を推測してみよう。

1973~1975年の緩河湾におけるアカザエピ・ボタン

エピの漁獲量は， 1973-1974年漁期には44.4トン， 1974

1975年漁期には37.8トン， 1975-1976'f.漁期には29.5

トンを示l..， 11'々 減少している。また， CPUE (1隻

あたり漁獲量)はそれぞれ29.5kg，20.3kg， 19.2kgで

あり.漁獲量と同機に年々減少している 410

相模湾東部~東京湾口で1978年以降.操業している

横須賀市長井漁協所属船によるアカザエピの年間治、獲

量は1978年には21トン， 1979年には31トンであったが.

1980年には11トン， 1981年には15トンに減少している。

CPUEは1979年当初には41kgあったがー 1980年当初に

は24kgに減少している(閃 9)9. 0 

このように.相模湾~東京湾口のアカザエピ漁獲量

は初漁獲から3年以内に半減しており.同じ海域で1977

~1980年に漁J聾されたイノてラガニモドキLitllOdes αequi

Spil111S BENEDICTの減少とほぼ同様な経過をたどって

いる，.。したがって.この海域のアカザエピ資源の絶対

量は少なくー今後句早晩に漁業の維持は困難になるだ

ろう。

アカザエビの生態や行動について.ほとんど知見が

得られていず，わず、か[こ馬主将iJliliの自比i中300m深の海底

で撮られた水中写真からトンネJレを掘ってその中にj誇

んでいる姿が知られているに過ぎない叫10しかし‘本径

の近縁で大西洋東岸に分布するノルウェー・ロプスタ

-Neph 1'OpS llOrvegi CllS (1 "INNE)の生態や行動について

いくつかの報告がある。たとlえば，島田RN and HOrSAF.TEI宅
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図9 相模湾~東京湾口におけるアカザエピ漁獲量と

CPUEの季節および年変動， 1978~1980年
(神奈川水試.1980) 

ヒストグラム 漁獲量，実線:CPUE(l日1墜あたり漁獲量)

(1965) ".はフィーJレド調査と飼育実験から、この種

が直径 2~5mの範囲内に 5 ~101国体でパッチをつく

り，それぞれ体長の 2倍近い長さのトンネルをもって

いることを明らかにした。ClIA開山 andHo旧民0(1979)" 

は，この種は本来夜行性の行動を示l..，その行動は摂

餌活動に起医iするとした。また.MOl.LER and NAYl.OR 

(1980)'" はノルウェー・ロプスターの行動はより複

雑で。 70m以浅に生息する個体は昼間はトンネル内に

潜み，夜間に行動するが。 70m以深に生息する{団体は

むしろ昼間に行動することを明らかにした。

近年になり関東・東海地方の各地の深海域でかご漁

業が開発され.一部には 2~3 年間この漁業が定著し

たが.対象資源であるアカザエピやイバラガニモドキ

はいす、れも資源景が少なく守短期間で治、業カ守冬息して

いく現状にある。これら対象生物の生活様式と存在量

を明らかにすることは.適切な資源管理を進める上で

重要在意味をもつものと，筆者らは考えている。

要 約

1) 1979年10月 ~1981年 3 月の問の秋・冬季に東京湾

口および外房i中の海深200~350m の海域で 4~6 種

類のエピかご、を用いて，延21回(延かご数1，7411間)

の試験操業を行った。

2 )数量的に多く採捕された生物は守魚類のエゾイソ

アイナメ(1かごあたり2.5尾上甲殻類のアカザエ

ピ (0.6尾)，オオグソクムシ (0.6尾u土体類のエゾ

パイ科 (0.4尾)などである。このうち可食用資源と

考えられる種類は，アカザエピ・エゾイソアイナメ

エゾパイ科のヒメエヅボラモドキ・ス Jレガパイであ

る。

3 )アカザエピは1979-1980年漁期には 1かごあたり

0.82尾採捕されたが， 1980-1981年漁期には0.32尾

に減少している。
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4) 1980 -1981年漁期lにほぼ同一容積の 5種類のエビ

かごによるアカザエピの捕獲尾数を比較した結果‘

横口のかご (C・D'E)よりも上口のかご (A'B)の

方が上まわっていた。なかでも Bかご(高きが低〈

底面積が広いまんじゅう型)がもっとも優れていた。

5)本調査で採捕されたアカザエピ属のエピは.すべ

てアカザエピMetanephropsjαponiClls(TA円・ CAN目)

であった。

6 )アカザエピの体長分布は雌雄による差がほとんど

辛い。脱皮ごとの各令期の体長はそれぞれt期で92.03

m肌 (t十 1)期で120.92mm. (t十 2)期で145.5伽m.(t 

十 3)期で166.07mm可 (t十 4)期で186.4伽mと推定さ

れる。また句最大体長l土21晶nmと推定された。

7) アカザエビの生物学的最小形は体長1l~12cmと考

えられる。また‘成体エピは最低 3回の脱皮を行う

ものと推定される。

8)体長と体重の関係は次式で表わされる。雌雄によ

る差はほとんどない。

雌:w ~ 0.02762 L"''''Ol 

雄:W~0.02383 ど 064755

ただし.W:体重 (g).L: f;f長 (cm)。

9 )産卵期は10~11月と推定される。抱卵数と体長の

関係は正比例し.次式で表わされる。

E~151. 11L-l ， 436 ， 36 (r~0.78) 

ただし， E:抱卵数.L:体長 (cm)。
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